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研究機関名：仙台医療センター 

 

受付番号： 

 

【研究課題名】 

救命救急センターにおける早期離床・リハビリテーションが与える効果の検討 

 

【研究期間】 

西暦 2023 年 6 月(倫理委員会承認後) ～   2025 年 3 月 

【研究の対象】 

介入前 2021 年 9 月 1 日～2021 年 12 月 31 日、介入後 2022 年 9 月 1 日～2022 年 12 月 31 日に

当院救命救急センターに入室した患者 

【研究の目的・方法】 

集中治療領域における早期離床や早期からの積極的な運動療法への関心は年々高まっているが、

救命救急センターにセラピストが専従し離床プログラムを取り組んでいる施設はまだ少ない。 

そこで、救命救急センターに理学療法士を専従し、早期より離床プログラムに取り組むことで患

者に与える効果を検討することを目的とする。 

【研究に用いる試料・情報の種類】 

日常的に行われている検査データや患者情報をカルテから収集した。 

 

【外部への試料・情報の提供】 

外部への試料・情報の提供なし 

 

【試料・情報を利用する者の範囲】 

独立行政法人国立病院機構仙台医療センターリハビリテーション科 小柳穏 

 

【問い合わせ先】 

  本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

  ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出ください。 

  また情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 仙台医療センター  リハビリテーション科  小柳 穏 (代表研究者) 

 〒983－8520 仙台市宮城野区宮城野２－１１－１２ 

 TEL:  022 － 293－ 1180    

 FAX:   －   －     

 

 


